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学生運営の子ども学習室 
キッズボランティアサークル「どろんこ隊☆ミライ」

1. 　取り組みの概要  

　小中学生に対する自習の手伝い、居場所の提供を通して、学習支援に
取り組む。場所は盛岡駅西通りの岩手県立大学アイーナキャンパス（７
階）を活用し、毎週土曜日１３時～１８時に開設する。費用は無料。

2. 　活動のきっかけ
　児童福祉の授業の終わりに「みなさんは次の一歩をどう踏み出しま
すか？」と問いかけられた時に、「子どもたちを支援したい」、「今で
きることをやりたい」、「学習支援をしてみたい」等の様々な声が集まり、話し合いの結果 “学習室を運営す

る”ことに決まった。 

3. 　活動方針

• “やってみたいと思ったことをサポートする場所” として、子ど
もたち自身の利用スタイルを尊重する。例えば、テスト前に苦手な分
野を強化したい子、学校の授業で分からなかった箇所を確認したい
子、宿題を終わらせたい子、と利用の仕方は様々である。それぞれが
自分のペースで自由に取り組むなか、難しさが生じたときには、私た
ちが一緒に解決することで、学ぶことの楽しさを身に付けてもらう。 

• 子どもたちにとって居心地の良い場所にする。そのために、経
済的な事情で対象を限定したり、時間のコマ数や決まり事を設けたり
せず、誰にでも開かれた場所を提供する。学校の勉強以外にも、生活
や趣味についての話をしながら、信頼関係を培って、子どもたちに安
心してもらえる存在になることを目指す。

原則６：　人々の国際市民としての意識を高める

代表：慶長紗貴、他４５名
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4. 　活動の効果
• 「授業では学べないことも、深掘りして教えてもらえるので、楽しく大切な時間です」（利用者から） 

• 「土曜の午後に、息子に新しい居場所ができたこと、本当に嬉しく心から感謝しています」 

（利用者の保護者から） 

子どもたちこのような学習室のニーズがあることがわかった。来室した子
どもたちが持参した宿題をすっきりと終えられた様子が見られたり、「来
週も来ます！」と言ってくれた子が実際に来てくれたり、「定期試験の成
績が上がりました」と報告を受けたときに、学習室を開いてよかったと感
じる。また、保護者の方は、その日の夕飯作りをしたり、駅周辺で買い物
をしたりできているそうで、子育てのレスパイト機能にもなり得ているこ
とを実感する。 

 

                   原則６：　人々の国際市民としての意識を高める

1. 　風土熱人Rの活動方針  
サークル名の風土熱人Rは、「風：学生」、「土：住民」、「熱人：ネットワークや想

いが熱い人」、「R」：アルファベットの18番目ということで十八番(オハコ)を表す。
活動は、学生ができる支援を中心に考え、地域やそこに住む住民の方々と繋がりを持
つことを目標にしている。さらに、先輩から引き継がれてきた現地支援のノウハウ、 

膨大な活動記録、そして熱い思いを継承し、活動する。　

2. 　主な活動 

風土熱人Rは2007年の新潟県中越沖地震の支援を機に組織され、現在は学部を問わず

66名のメンバーが活動している。主に東日本大震災で被災した地域の復興支援とし
て、三陸の漁業支援や内陸に避難された方との交流の催しなどの活動のほかに、地域
の防災訓練に運営から携わり、地域住民と一緒に防災・減災活動や、子ども食堂への
参加、フードバンクの寄付呼びかけ、梱包作業などの地域貢献活動など多岐にわたっ
ている。

2 ボランティア活動の風を巻き起こそう 

ボランティアサークル「風土熱人R」 代表：菊池眞悠子、他66名
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